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主な活動：園庭遊び うっさお別れ会 

 

 

 

 

＜ありがとう うっさ＞ 

先週から元気がなかったうっさですが、昨日夕方に 

息を引き取りました。先週から子どもたちにも伝えて 

おり、気にかけて小屋を覗いていたのです。 

今朝は、手紙や折り紙、毛糸の手袋などを作って棺に

入れ、花を添えて、うっさとの思い出を振り返りながら

うっさとお別れをしました。 

生きているぬくもり、お世話の大切さ、よく食べる可

愛い姿、亡骸の冷たさ、別れの悲しさ。うっさの命は子

どもたちの心に、温かく残っていくことでしょう。 

＜しゃけぴーのお世話は任せて！＞ 

しゃけぴーの栄養袋がなくなったと思っていました

が、お腹をよく見てみると、まだ 

オレンジ色の栄養袋が見えます。観察していると、子ど

もたちも発見し、新しい気づきに楽しさを感じているよ

うです。 

成長に嬉しさを感じている一方で、「大きくなったら川

にいくんだよね」と別れが少し悲しい子も。水替えや 

餌やりのお世話も「やりたい！」と言って最後まで担っ

ていましたよ。 

 


